
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ栽培管理(R2.4.)       (有) 丸 富 

3 月は三寒四温で徐々に気温が上がった。時々、寒の戻りもあったが、急な天候の変化があり、爆弾 

低気圧や強風による荒天が多かった。若茎が細く収穫量は伸び悩んだ。ｽﾘｯﾌﾟｽが一部で発生した。 
 

立茎前に 

できる限り株の勢いがある時に立茎する。新月頃に立茎すると、勢いよく伸長する。 
立茎前にﾊﾞｲｵｼｬｲﾝｸﾞﾘｰﾝ 3 ㎏（又は天地の恵み 1 ㎏）／10aとｻﾝﾐﾈｰﾗ 100 ㏄／10aを潅水する。 

 

品質向上 

日頃から養分ﾊﾞﾗﾝｽを考えて、肥培管理する。曲がりや偏平は養分ﾊﾞﾗﾝｽの乱れによって生じる。 
品質向上に天然ﾐﾈﾗﾙ 200 ㏄／10a と酸ｶﾙ 100 ㏄／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 50 ㏄／10a を潅水する。 

 

害虫対策 

害虫の発生が多い時は防除だけでは抑えにくいので、害虫が嫌う忌避剤などと併用して対応する。 
樹勢低下すると、ﾀﾞﾆなどが盛んに繁殖するので、樹勢低下に繋がる防除をできる限り控える。 
害虫対策にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 50～70cc／10a を 5～7 日毎に潅水（散水）する。 

 

緑化促進 

立茎が進んで展開（展葉）したら、光合成が盛んな葉を作るために、茎葉の緑化を促す。 
緑化促進に時を越えた贈り物 1,000 倍と天然ﾐﾈﾗﾙ 2,000 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍を散布する。 
転流促進に時を越えた贈り物 200ｃｃ（又は笑顔 50 ㏄）／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 50 ㏄／10a を潅水する。 

 

発根促進 

立茎後は根の働きを活発にするように、発根と根の維持を同時進行で行う。 
発根と根の維持にGﾊﾞﾗﾝｽDF 1㎏／10aと発根力1ℓ（又は天地の恵み0.5ℓ）／10aを潅水する。 

 

病害対策 

病害の原因の一つが残留窒素(硝酸態窒素)なので、肥培管理などと併用して事前対応する。 
もう一つの大きな原因は通気性や換気だから、ﾊｳｽ構造に合った立茎数やﾋﾟﾝﾁの高さを考える。 
窒素消化にｻﾝﾐﾈｰﾗ 1,000～2,000 倍と天然ﾐﾈﾗﾙ 2,000 倍を 7～10 日毎に葉面散布する。 

 

追肥（液肥） 

 土壌環境、並びに年数、根の働きによっても増減する。 
ﾌﾟﾛ液肥                2～3ℓ／10a 

時を越えた贈り物           100～200 ㏄／10a    5～10 日ごとに潅水する場合 

ｻﾝﾐﾈｰﾗ(又はｼﾘｶｱｯﾌﾟ)      50 ㏄(100cc)／10a    ※収穫量や土壌条件、天候によって 
ｽﾄｯﾊﾟｰ雅(又はﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS)   100ｃｃ(50cc)／10a      加減する。 

 

ご注文やお問い合わせは、            有限会社 丸 富  0942‐65‐0123（TEL） 

FAX 0942-65-1091（24 時間受付） 携帯 090-3328-7603（富松まで） 


